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　６月23日、南さつま市のいにしえホールにおいて、“よい歯元気
いっぱい”図画・ポスターコンクールの表彰式が行われました。南
九州市からは､ 市内小・中学校合わせて1,659点の参加があり､ 南
九州・南さつま市合わせて3,000点を超える作品の中から､ ７人の
児童が特別賞を受賞しました。
　特別賞・特選の受賞者については､ 次のとおりです。

歯 ～“よい歯元気いっぱい”図画・ポスターコンクール表彰式～
を大切にしよう！

▲�賞状を手に記念撮影をする子どもたち。

南九州市長賞 宮脇小１年 吉　永　悠　真
南九州市長賞 手蓑小６年 高　吉　逞　花
南九州市教育長賞 宮脇小３年 祝　迫　千　帆
南九州市教育長賞 松原小４年 有　村　美　咲

川辺ライオンズクラブ賞 大丸小２年 桐木平　仁　那
知覧ライオンズクラブ賞 浮辺小４年 加治佐　颯　真
南薩薬剤師会会長賞 宮脇小５年 伊瀬知　愛　悠

特　選 霜出小１年 濵　田　いろは
特　選 大丸小１年 桐木平　　　希
特　選 宮脇小２年 飯　山　琴　彩
特　選 高田小２年 龍　崎　大　樹
特　選 浮辺小３年 永　田　蒼　介
特　選 中福良小３年 石間伏　賢　慎
特　選 松原小４年 濱　田　泰　輝
特　選 霜出小５年 大　坪　千　愛

特　選 大丸小 5年 大　坪　　　栞
特　選 別府小６年 濵　田　聖　那
特　選 川辺小６年 福　𠩤　　　彩
特　選 別府中２年 川　平　佳　緯
学校賞 清水小学校

　６月28日、知覧町塩屋の汐見原集団茶園で、市乗
用型茶摘採競技大会が開催されました。この大会
は、大型機械化体系の促進や良質生葉を効率的に摘
採する機械操作技術の向上を目的に毎年開催されて
おり、10組の参加がありました。コンテナ型と袋型
の２部門があり、コンテナ型部門の最優秀技術賞は

「製茶工房ちらみ」、袋型部門最優秀技術賞は「高吉
操製茶」でした。

▲�乗用型茶摘採機を操り、操作技術を競う出場者たち。

犯 ～社会を明るくする運動の強調月間～
罪のない明るい社会を目指す茶 ～第11回南九州市乗用型茶摘採競技大会～

生産者が摘採の技術を競う

　７月は社会を明るくする運動の強調月間です。市
の保護司27人は、犯罪予防の啓発運動や罪を犯した
人を社会へ復帰させるため、地域でさまざまな活動
をしています。７月２日は、頴娃・知覧・川辺地域
の支部ごとに、登校する児童・生徒へのあいさつ運
動や広報活動を行いました。その後、市役所知覧庁
舎を訪れ、総理大臣と県知事からの犯罪のない社会
を目指すメッセージを市長へ伝達しました。

▲�総理大臣と県知事からの「犯罪のない社会を目指すメッセージ」を伝達し
た保護司の皆さん。



　６月15日、交流協定を結ぶ北九州市の親善大使「北
九州看板娘」が、市長を表敬訪問しました。同市最
大の夏祭り「わっしょい百万夏まつり」のPRを行

い、これまでの参
加に対するお礼を
述べました。同ま
つりには、平成22
年から毎年南九州
市ブースを出展し
ています。

　６月17日、霜出校区子ども会育成連絡協議会が主
催する「どろんこ運動会」が知覧町瀬世向江の田
んぼにて開催されました。子どもたちは田んぼの

中で泥まみれにな
りながらどろんこ
フラッグや二人三
脚、棒引き合戦な
ど計５種目の競技
を全力で楽しんで
いました。

　６月９日、九玉小学校の全校児童53人が、御領地
区壮年会の協力のもと、手作業での田植えに挑戦。
水田に張られたヒモに沿って田植えする児童たち

は、慣れないなが
らも熱心に植えて
いました。また、
鬼ごっこなどレク
リエーションで貴
重などろんこ体験
を楽しみました。

み ～九玉小学校田植え学習～
んなで田植えに挑戦

▲�みんなで一列に並んで「おいしいお米に育っ
てね」と心を込めて植えました。

　頴娃農業開発研修センターでは、市内の子どもた
ちに農業を知ってもらい、関心を持ってもらおうと、
毎年、職場体験学習を受け入れています。５月29日

から31日には、頴
娃中学校３年生の
４人がサツマイモ
の植え付けやキャ
ベツの生育調査な
ど を 体 験 し ま し
た。

農 ～市内中学生の職場体験～
業を知り、関心を深める

▲��広い畑でサツマイモの植え付けを行う中学
生たち。

ど ～霜出校区子ども会フェスティバル～
ろまみれ！どろんこ運動会

▲�泥が跳ねるのも気にせず、一目散に旗に向
かって駆け寄る子どもたち。

北 ～北九州看板娘が市長表敬訪問～
九州市最大の夏祭りをPR

▲�わっしょい百万夏まつりをＰＲする鮮やかな衣
装の北九州看板娘２人と市長。

　川辺町田部田で田んぼアートの田植えが開催され
ました。６月23日は難しい箇所や複雑な部分の植え
付けを主催とボランティアの皆さんで行い、24日は

一般ボランティア
参加者と共に植え
ました。毎年工夫
を凝らしている図
柄ですが、今年は
どんな絵になるの
でしょうか。

田 ～ (農)たべた主催の田んぼアート田植え～
植えを通して地域をおこす

▲ �24日の田植えの様子。地域の子どもたち
やその家族など多くの人が参加しました。

　7月１日、川辺町宮の飯倉神社で、御田植祭が開催
されました。当日は天候に恵まれ、氏子だけでなく市
外からも多くの観覧者が訪れました。勇壮な宮小路棒

踊りや早乙女らの
田植え、田の神舞
が奉納されました。
この祭は、県内で
最も遅い開催の御
田植祭として知ら
れています。

豊 ～飯倉神社御田植え祭り～
作祈念の神事を奉納

▲田植えを行う早乙女たち。
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